基礎医学講座配属期間及び休業期間中における
学生の海外基礎医学実習に関するガイドライン
1. ３年次１１月からの基礎医学講座配属期間中に本医学部医学科で許可する海外基礎医学実習は、下記の用件を満たさなければならない。

1) 海外基礎医学実習を希望し申請する者（以下、申請者）は、単なる見学ではなく、学生実習に実績のある施設での研究に携わること。
2) 基礎医学講座配属を担当する指導教授の推薦を要する。

3) 受け入れ先の研究室より、実習の期間、目的、具体的内容が明示されていること。

4) 申請者は、TOEFL iBT 80点以上の英語能力を有すること。
5) 許可申請に当たっては、上記1)－4)を審査できる具体的資料を教務委員会に提出すること。

6) 申請者は、教務委員長が指名した3名（うち少なくとも1名は基礎系教員）による面接を受けること。
7) 教務委員会は、上記1)－4)の資料および面接評価をもとに、海外基礎医学実習を許可するか否かを判定する。
8) 申請者は、帰国後レポートの提出および研究発表を実施し、上記2) の指導教授から学内での実習と同様の単位認定を受けること。

2. 休業期間中の海外基礎医学実習で、単位修得を前提とした実習や、奨学金の申請等で教務委員会の了承を要する実習については、上記の基準を準用する。

